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Matsuoka's Memories
Ａ：海の生き物観察会の様子。岩の間や石の裏な
どに隠れている生き物たちを探して、地元の子ど
もたちの驚きと発見の良い機会になっている。
B：ものづくり体験で生き物の生態を学べるワー
クショップも行っている。写真はウニの殻（骨）を
使った「ウニランプ」。光の透け方、模様はそれぞれ
で、世界で１つのランプ作りは人気。

Vol.08 松岡 千
ち と

都さん
ジオ sen.s（センテンス）

但馬因幡探求クラブ 副代表

M
atsuoka's Voice

4 年前に主人の地元である浜坂へ越してき
ました。現在は働きながら、子育て世代の
仲間たちとグループを作って、ウミホタル
観察会や海の生き物観察会など子ども向
けの自然体験を実施しています。

蛇口をひねれば温泉が出るのは魅力的で
すね。大学で生物学を学んでいたので、海
が近くて生き物に恵まれている環境も嬉し
いです。

初めて実際にホタルを見て感動しました。
映画「火垂るの墓」の印象が強かったので、
その時代にしかいないものだと思っていま
した（笑）

新温泉町には雰囲気の異なる海水浴場が
いくつかあります。特に、白い岩場に取り囲
まれた「田井の浜」と、黒い岩場に取り囲ま
れた「塩谷海水浴場」は、全く違う景観が
楽しめてお気に入りの場所です。

こんな自然豊かな地域に住んでいるのに、
意外と海で遊ばないという子どもたちの声
も聞くので、地元の子どもたちがもっと自
然に触れ合えるイベントをどんどんしていき
たいと思っています。

- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●田舎暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま田舎暮らし情報センター」   TEL.0796-24-2247
　　たじま UI ターン情報サイト「ひょうご北部で暮らす」    http://tajimalife.jp/
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01. 現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04. お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！東京都から新温泉町へ I ターン
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南
部
杜
氏（
岩
手
県
）、
越
後
杜
氏（
新

潟
県
）、
丹
波
杜
氏
（
兵
庫
県
）と
並
ん
で

“
日
本
四
大
杜
氏
”
に
数
え
ら
れ
る
『
但

馬
杜
氏
』。
古
く
か
ら
雪
深
い
但
馬
地
方
、

特
に
香
美
町
・
新
温
泉
町
で
は
、
農
作
業

が
で
き
な
い
冬
季
の
働
き
場
所
と
し
て
、
酒

造
り
の
た
め
に
全
国
各
地
へ
出
稼
ぎ
に
出

か
け
て
い
た
。

　

杜
氏
と
は
酒
造
り
に
お
け
る
最
高
責

任
者
の
こ
と
。
酒
造
り
は
杜
氏
や
蔵
人
と

呼
ば
れ
る
職
人
た
ち
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、

新
米
の
刈
り
入
れ
の
終
わ
る
10
月
頃
か
ら

翌
年
の
春
ま
で
約
半
年
間
家
を
離
れ
て
、

蔵
元
に
泊
ま
り
込
ん
で
行
わ
れ
る
。一
般

的
に「
一
蔵
一
杜
氏
」
と
さ
れ
、
杜
氏
の
数

だ
け
酒
の
種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

但
馬
杜
氏
組
合
『
但
馬
杜
氏
史
』に
よ

る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
酒
造
り
の
出
稼
ぎ

が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴

史
は
古
い
。
大
正
７
年
に
出
版
さ
れ
た

『
日
本
酒
醸
造
法
講
義
中
編
』
に
は
、
大

阪
府
富
田（
高
槻
市
）で
酒
造
り
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
そ
こ
で
但
馬
杜
氏
を
採
用
し

て
い
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
但
馬
流
が
日
本
で
最
も
古
い

酒
造
り
の
ル
ー
ツ
だ
と
い
う
声
も
あ
る
。

　

険
し
い
山
や
谷
間
が
多
く
寒
い
冬
を
凌

ぎ
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
但
馬
人
は
、
昔

か
ら
素
朴
で
実
直
、
粘
り
強
く
、
忍
耐
力

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
但
馬
人
気
質

は
厳
し
い
酒
造
り
の
世
界
で
は
重
宝
さ

れ
、
主
に
近
畿
一
円
、
中
国
、
四
国
、
東

海
地
方
で
活
躍
。
そ
の
粘
り
強
さ
と
確
か

な
技
術
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
新
酒
鑑
評
会

で
も
優
秀
な
成
績
を
上
げ
、
全
国
的
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
若
者
の
酒
離
れ
と
い
う
ワ
ー
ド

を
耳
に
す
る
が
、
日
本
酒
の
消
費
量
は
昭

和
45
年
代
を
ピ
ー
ク
に
低
下
し
続
け
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
い
酒
蔵
の
数
も
減
り
、
杜

氏
は
後
継
者
不
足
、
高
齢
化
問
題
も
抱

え
て
い
る
。
同
組
合
に
お
い
て
は
、
昭
和
40

年
代
に
４
０
０
人
い
た
杜
氏
も
現
在
は
わ

ず
か
28
名
。
冬
季
の
出
稼
ぎ
シ
ス
テ
ム
も

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
り
、
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
い
る
杜
氏
は
９
名
で
、
残
り
は
社
員

の
よ
う
に
年
間
を
通
し
て
お
酒
を
造
る
常

任
型
の
杜
氏
だ
。

　
「
後
継
者
を
残
す
た
め
に
も
話
し
合
う

但馬の未来をデザインする

T A J I M A  D E S I G N

但馬杜
と う じ

氏の郷
特集

粘
り
強
い
但
馬
人
気
質
が
生
み
出
す
極
上
の
酒

全
国
に
誇
る
伝
統
技
術
の
酒
造
り

冬
季
の
出
稼
ぎ
労
働

慎
重
で
粘
り
強
い
精
神
力

但
馬
人
気
質
が
醸
し
出
す
酒

後
継
者
不
足
、
高
齢
化
問
題

湯村温泉にある「杜氏館」。酒造りの工程
や使われていた酒造りの道具、資料等を
展示。タイミングが合えば元杜氏が分か
りやすく案内してくれる。入場無料

杉の葉を使った『杉玉』というも
ので、新酒が出来たことを知ら
せるもの。はじめは緑色のもの
が徐々に茶色へと変わっていく
様子は、酒の熟成度合の目安に
なっている。

但馬杜氏組合 組合長

南部 孝春さん

「もう１杯飲みたい」と
いわれるようなお酒を造りたい。

時代によって変化する
求められる味に対応できる
酒造りをしていきたいです。

酒蔵に吊るされている
丸い玉の正体は？
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こ
と
は
大
事
で
す
。
但
馬
杜
氏
は
杜
氏
同

士
の
交
流
も
積
極
的
で
、
失
敗
が
起
き
た

時
の
対
処
法
な
ど
の
相
談
事
も
、
後
輩
に

聞
か
れ
た
ら
変
に
隠
さ
ず
教
え
て
く
れ
ま

す
。
私
は
酒
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
一
緒

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
酒
は
１
人
で
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
輪
を
ま
と
め

る
の
も
杜
氏
の
重
要
な
役
目
で
す
」
と
は
、

同
組
合
の
組
合
長
・
南
部
孝
春
さ
ん
。
現

役
の
杜
氏
で
、
毎
年
11
月
頃
か
ら
大
阪
の

酒
蔵
に
行
っ
て
酒
造
り
を
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
新
温
泉
町
で
約
50
年
ぶ
り

に
新
た
な
酒
蔵
が
誕
生
し
た
と
い
う
嬉
し
い

ニュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　
「
う
ち
は
自
然
な
低
温
環
境
を
利
用
し

て“
寒
造
り
”を
す
る
小
さ
な
蔵
で
す
。
仕

込
み
時
期
に
は
気
温
が
高
く
て
、
今
年
の

酒
造
り
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ベ
テ
ラ
ン
杜
氏
の
力
で
満
足
の
い
く
酒
を
蔵

出
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
金
や
設

備
よ
り
も
酒
を
造
る
人
の
力
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
」。

　

酒
造
り
に
重
要
な
“
発
酵
”
が
進
み
過

ぎ
な
い
よ
う
に
、
大
量
の
氷
を
買
っ
て
温
度

を
下
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

同
酒
蔵
に
は
杜
氏
が
２
名
い
る
。
卓
越

し
た
技
能
者
に
贈
ら
れ
る『
現
代
の
名
工
』

に
選
ば
れ
た
田
村
豊
和
さ
ん
と
全
国
新
酒

鑑
評
会
で
10
年
連
続
金
賞
の
受
賞
歴
を

も
つ
森
口
隆
夫
さ
ん
だ
。「
身
近
で
２
人
の

酒
が
飲
め
る
の
は
嬉
し
い
」
と
、
地
元
か
ら

も
喜
び
の
声
が
あ
っ
た
。

　

名
杜
氏
の
就
任
は
業
界
で
も
話
題
と
な

り
、
醸
造
学
科
に
通
う
大
学
生
や
但
馬
・

丹
後
で
活
躍
す
る
現
役
杜
氏
た
ち
が
技
術

を
学
ぶ
た
め
に
文
太
郎
へ
訪
れ
た
。

　
「
既
に
金
賞
を
取
っ
て
い
る
立
派
な
杜
氏

さ
ん
で
も
い
ろ
ん
な
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て

聞
い
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
施

設
を
作
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
岡
本
さ

ん
は
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

但
馬
杜
氏
の
郷
で
造
る
酒
。
地
元
に
根

付
く
酒
蔵
と
し
て
、
伝
統
技
術
の
継
承
と

杜
氏
の
未
来
に
期
待
し
た
い
。

　
「
但
馬
杜
氏
の
技
術
を
後
世
に
残
し
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も

地
元
に
酒
蔵
を
作
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
今
年
４
月
に
で
き
た
酒
蔵

『
株
式
会
社
文
太
郎
』
の
岡
本
英
樹
社

長
。
元
々
、
同
町
の
町
長
だ
っ
た
岡
本
さ
ん

は「
当
選
し
た
時
か
ら
思
い
は
あ
っ
た
け
ど
、

雲
を
掴
む
よ
う
な
話
だ
っ
た
」
と
笑
う
。

　

清
酒
酒
造
免
許
の
新
規
取
得
は
難
し
い

こ
と
も
あ
り
、
醸
造
を
休
止
し
て
い
た
京

都
府
京
丹
後
市
の
酒
造
会
社
を
昨
年
引

き
継
ぎ
、
新
温
泉
町
に
移
転
。
醸
造
所
と

し
て
整
備
し
て
、
今
年
２
月
に
入
っ
て
よ
う

や
く
酒
の
仕
込
み
を
開
始
し
た
。

但
馬
杜
氏
の
技
術
継
承
と

地
元
に
根
付
く
酒
造
り

麹菌より強い納豆菌や乳酸菌が蒸米や麹
に混ざると、酒造りが台無しになってし
まうため、冬の間、蔵人は納豆やヨーグル
トを口にしないという。

元々、牛乳加工場だった場所を改修して酒造りを行なっている。社名は
地元の人たちに親しんでもらいたいという思いを込め、新温泉町出身の
登山家「加藤文太郎」から名付けた。

『
孤
高
』
と
い
う
酒
は
、
米
・

水
・
精
米
歩
合
は
同
じ
で
両

杜
氏
が
別
の
タ
ン
ク
で
仕
込

ん
だ
。
ラ
ベ
ル
に
は
杜
氏
名

を
記
し
て
い
る
。

代表取締役社長

岡本 英樹さん

P i c k u p

株式会社 文太郎

01 【新温泉町】 但
馬
杜
氏
の
郷
に
酒
蔵
が
復
活

伝
統
の
技
術
継
承
を
目
指
す

［所］美方郡新温泉町用土245 
［問］0796-80-2830
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［所］美方郡香美町香住区小原600-2  ［問］0796- 36- 0029（代表）

ニ
ュ
ー
作
り
に
も
積
極
的
だ
。
酒
や
酒
粕

を
使
っ
た
ケ
ー
キ
や
ア
イ
ス
な
ど
、
女
性
や

子
ど
も
で
も
手
に
取
り
や
す
い
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
酒
粕
は
旨
味
の
塊
で
、ス
ナ
ッ
ク
菓
子

の
隠
し
味
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
普
段

日
本
酒
に
馴
染
み
が
な
い
方
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
味
の
バ
ラ
ン
ス
に
は
こ

だ
わ
り
ま
し
た
よ
」
と
福
本
さ
ん
。

　

2
0
0
3
年
に
は
施
設
を
移
転
。
実

際
に
酒
造
り
に
使
用
す
る
施
設
の
見
学

も
行
な
っ
て
お
り
、
家
族
み
ん
な
が
楽
し
め

る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
も
高
い
。

　

福
本
さ
ん
は
、
酒
造
り
の
仕
組
み
を
学

ぶ
と
同
時
に
「
酒
蔵
見
学
で
は
ぜ
ひ
〝
空
気

感
〟
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
」
と
語
る
。

　
「
冷
た
い
空
気
の
中
で
香
る
、
造
り
た
て

の
日
本
酒
の
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
は
現
場
な

ら
で
は
。
酒
造
り
の
仕
組
み
を
知
る
と
、

さ
ら
に
美
味
し
く
飲
め
ま
す
よ
」。

　

多
様
な
楽
し
み
方
を
提
案
す
る
香
住

鶴
の
日
本
酒
。
自
分
好
み
の
味
わ
い
方
を

見
つ
け
て
み
て
は
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
香
美
町
香
住
区

の
酒
蔵
「
香
住
鶴
株
式
会
社
」。
こ
こ
で

造
ら
れ
る
酒
の
多
く
は
や
や
辛
口
で
、ス
ッ

キ
リ
と
し
た
味
わ
い
だ
。
古
く
か
ら
但
馬

の
味
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
「
そ
の
昔
、コ
ク
が
あ
り
旨
味
の
強
い
酒

を
造
ろ
う
と
試
行
錯
誤
し
て
い
た
と
き
、

あ
る
製
法
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
但
馬
杜

氏
だ
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
、
専
務
の

福
本
和
広
さ
ん
。

　

そ
の
製
法
と
は
日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る

生き
も
と酛

系
酒し

ゅ
ぼ母

造
り
だ
。
生
酛
系
酒
母
造

り
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
に
欠
か
せ
な
い
酒

母
造
り
を
手
作
業
で
行
う
。
力
強
い
味
わ

い
が
作
り
出
せ
る
が
、
手
間
が
か
か
る
た
め

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
技
術
だ
っ
た
。
そ
れ
を

香
住
の
地
で
復
活
さ
せ
た
の
が
、
全
国
各

地
で
様
々
な
味
を
作
り
出
し
、
知
識
と
技

術
を
吸
収
し
て
き
た
但
馬
杜
氏
だ
っ
た
。

　

生
酛
系
酒
母
を
受
け
継
い
だ
香
住
鶴
の

「
山
廃 

吟
醸
純
米
」
は
、
全
国
燗
酒
コ
ン

テ
ス
ト
で
金
賞
を
受
賞
す
る
と
同
時
に
、

世
界
最
大
規
模
の
ワ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
S
A
K
E
部
門
で
金
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

　
「
美
味
し
い
だ
け
で
は
海
外
で
評
価
さ

れ
ま
せ
ん
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
味
を
持
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
良
さ
が
伝
わ
っ
た
の
で
は

な
い
か
」。
福
本
さ
ん
は
そ
う
分
析
す
る
。

　

ま
た
、
日
本
酒
を
活
用
し
た
新
し
い
メ

P i c k u p

香住鶴株式会社

02 【香美町】

見学では実際の酒造りの様子を
わかりやすく解説してもらえる。

香住鶴株式会社は1725年に創業した老舗酒造。酒蔵見学も受け入れている。
※2019年11月1日～2020年3月8日の土・日・祝は蔵見学休止

世界で評価される但馬の日本酒
その秘訣は「生

き も と

酛系酒
し ゅ ぼ

母」

併設している
ラウンジでは
高級酒が

有料試飲できますよ

日本酒はもちろん、
リキュールやノンアコールの甘酒など

いろんな味が楽しめます♪

ジャージー牛乳に
酒・酒粕を使用した
ヘルシーアイス。

さっぱり味で人気！

専務

福本 和広さん

ラベル裏には
オススメの
ワイングラスも

6



日本酒の１番良いところは、
酒を注ぐ時に生まれる距離感。

酒は心を近づけてくれる
良いコミュニケーションツールです。

冷酒もよし熱燗もよし
常温もよし

いろんな飲み方ができるのも
日本酒の大きな魅力です。

個性的な見た目の銀海酒造
の酒。ラベルに但馬の山並
みをデザインした『稜線
（りょうせん）』（左）は、まる
でワインのような佇まいだ。

杜氏歴18年の安木さん。「10年
目でやっと酒造りのスタート地点
に立てた感じです」と話す。

ショールームでは、試飲や酒
の購入も可能。タイミング
が合えば杜氏さんから直接
話を聞くことができるので、
自分の好みにあった銘柄を
オススメしてもらおう！

まるで我が子を育てるように細やかな気配りで酒造りを行
う杜氏。水に米を浸ける「浸漬（しんせき）」時には、ストッ
プウォッチを持って秒単位で管理。「特に大吟醸は命を削っ
て仕込む感覚です」と勝原さん。

P i c k u p

此
こ

の友
とも

酒造株式会社

03

創業1690年、但馬杜氏の技術と県内の酒米・水にこだわり、300年以上手作り
一筋で醸造し続ける酒蔵。『但馬流長期低温醸造法』という昔ながらの製法で
じっくり発酵させ、洗米から仕込みまで全て粟鹿（あわが）山から流れ出る地下
水を使用している。微生物の働きによって作られる酒造には生きた水が重要だ。
「１番の目標はお客様に満足していただくことで、大切なのは五感を研ぎ澄まし
て無心で取り組むこと。自然の恵みに感謝しながら地域に根ざした酒造りを目
指しています」と話すのは、全国新酒鑑評会で6年連続金賞受賞の実績をもつ
若き杜氏の勝原誠さん。その年によって米の性質が違うため、春から秋の気温
や雨の降り方を見て仕込み方を予測するという職人ぶり。一瞬一瞬の判断が味
わいを変えてしまうので、酒造りが恐怖に感じることもあるという。
また同蔵では“日本酒を身近に感じて欲しい”と、地酒のショールームを新設。
「年々日本酒の消費量が下がってきており危機感があります。それを食い止める
ためにも、まず多くの方々に日本酒への興味を持ってもらいたい。実際に蔵元へ
来ていただき、酒造りの現場や但馬杜氏の伝統に触れてください」とは代表取
締役の木村祥三さん。
「日本酒造りは先人たちが築き上げてきた、世界に誇れる技術です。この伝統的
な技術を後世に伝えていくことも僕の使命だと思っています」と勝原さん。究極
の味を追求すると共に、但馬の誇りはこれからも受け継がれていく。

米
・
水
・技
、但
馬
杜
氏
が
こ
だ
わ
る

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
た
酒
造
り

銀海酒造有限会社

［所］養父市関宮756-5  ［問］079-667-2403

創業1897年、兵庫の屋根・氷ノ山の麓にある小さな酒蔵『銀海酒造』。地元
産の酒米にこだわり手作りの酒造りを守り続けている。
「酒造りの技術の中には、説明できないけどこうすれば良いという部分がた
くさんあって、１＋１が２にならない。長年蔵に住み着く酵母菌や杜氏の癖な
ど、手作りだからこそできる“思い”を込めた酒造りをしていきたい」と語るの
は、5代目蔵元の安木淳一郎さん。蔵元自らが杜氏になって酒を直接造る
“オーナー杜氏”として、奥さんと二人三脚で酒造りを行なっている。
酒造りに重要な“発酵”。よく発酵と腐敗を勘違いする人もいるが、未来に残
して行くために1のものをそれ以上にするものが発酵で、腐敗はそこで終
わってしまうもの。「次の世代に少しでも状況を良くして残していきたい」とい
う安木さんの思いはまさに発酵の考えだ。
「酒は一升瓶に詰めた方が、良い熟成をしてくれるし見た目もいい。日本酒は
格好いいんだという部分をもっと発信して、最終的には一升瓶を選んでもら
いたい」。若者にも日本酒を気軽に味わってもらいたいと、果物やフレーバー
ティーなどと一緒に飲む斬新な楽しみ方も提案している。
今後は、火入れをせずにフレッシュな状態が味わえる「生酒」の販売や、お客
さんに直接蔵へ来てもらい、自分たちで瓶詰め体験をする販売も検討して
いる。「但馬で造る酒を地元の人たちにもっと知ってもらって、但馬の良い所
を感じて欲しい」という銀海酒造の熱い思いを込めた、手作りの１杯をぜひ。

自
然
と
人
と
文
化
が
育
ん
だ
酒

思
い
を
込
め
た
手
作
り
の
１
杯

【朝来市】

P i c k u p 04 【養父市】
［所］朝来市山東町矢名瀬町508  ［問］079-676-3035

蔵元・杜氏

安木 淳一郎さん

杜氏

勝原 誠さん

7
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但馬の隠れた逸品  Ippin

　

松
葉
ガ
ニ
を
始
め
、
ホ
タ
ル
イ
カ
や
ノ
ド
グ

ロ
な
ど
、
様
々
な
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
る

但
馬
地
方
の
漁
港
。

　

但
馬
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
持
続
可
能

な
漁
業
を
目
指
し
て
、
足
の
取
れ
た
カ
ニ
や

規
格
外
で
小
さ
い
魚
な
ど
の
未
利
用
魚
を

有
効
活
用
す
る
た
め
に
付
加
価
値
を
つ
け

た
商
品
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。
そ
こ
で
生

ま
れ
た
の
が『
天
然
醸
造 

麹
の
魚
醤
』だ
。

　

同
商
品
は
香
住
ガ
ニ（
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）

を
魚
醤
に
で
き
な
い
か
と
着
想
し
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
。
魚
醤
作
り
は
、
伝
統
の
天

然
醸
造
を
行
う
養
父
市
の
大
徳
醤
油
に
依

頼
。
し
か
し
、カ
ニ
は
硬
い
甲
羅
に
覆
わ
れ
て

い
る
た
め
、
従
来
の
塩
漬
け
に
す
る
製
法
で

■但馬漁業協同組合
［所］美方郡香美町香住区若松747  ［問］0796-36-1331
（通販サイト）https://www.jftajima.com/shopping/
麹の魚醤シリーズは7 種類を展開。甘エビやハタハタなど、それぞ
れ味わいが違うのでいろいろな料理に試してみよう！掲載の商品は
漁協直営店「遊魚館」の他、「かに一番館」、「フィッシャーマンズビ
レッジ」、道の駅、通販サイト等で販売中。

vol.31  天然醸造 麹の魚醤（香美町・豊岡市）

煮物や炒め物の隠し味に。料理に使う以外には、卵かけご飯の醤油に合
わせるのがオススメ。カルパッチョやサラダにも◎

麹の魚醤を 使った商品も続々登
場。「地元の加工業者さんも、この
魚醤を使って商品化してもらうの
は大歓迎です。ぜひ活用して欲し
い」と丸山部長。

は
発
酵
せ
ず
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
約
４
年
、コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
農
法
で
作
ら
れ
た
丸
大
豆
と
小
麦

を
使
っ
た“
麹
”
を
使
用
す
る
こ
と
で
発
酵

に
成
功
。
世
界
で
も
類
を
見
な
い“
カ
ニ
の

魚
醤
”が
誕
生
し
た
。
食
の
安
心
安
全
に
も

こ
だ
わ
り
、
化
学
調
味
料
・
保
存
料
な
ど

の
添
加
物
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
。

　
「
魚
醤
と
醤
油
の
美
味
し
い
と
こ
ろ
を
兼

ね
備
え
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
調
味
料
で
す
」

と
、
漁
協
の
丸
山
和
彦
本
部
長
。
動
物
性

（
魚
介
）
と
植
物
性
（
大
豆
・
小
麦
）の
旨

み
成
分
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、和
食
は
も
ち

ろ
ん
、カ
レ
ー
や
パ
ス
タ
な
ど
の
洋
食
に
も
合

う
と
評
判
だ
。

漁
業 

× 

農
業 
× 
天
然
醸
造
　
但
馬
の
自
然
が
生
ん
だ
逸
品

　

四
季
の
温
度
変
化
の
中
で
蔵
に
住
み
着

い
た
、
多
様
な
酵
母
や
微
生
物
の
力
を
借

り
て
約
１
年
か
け
て
じ
っ
く
り
発
酵
・
熟
成

し
て
い
る
の
で
、
魚
醤
特
有
の
臭
み
は
な
く

味
も
ま
ろ
や
か
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
海
で
水
揚
げ
し
た
水
産
物
と
自

然
環
境
を
考
え
た
農
業
で
作
る
作
物
、
そ

し
て
但
馬
の
風
土
が
守
っ
て
き
た
醸
造
蔵
で

作
ら
れ
た
こ
の
商
品
を
通
し
て
、
但
馬
は
自

然
の
宝
庫
だ
と
い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
」
と
丸
山
さ
ん
は
話
す
。

　

い
つ
も
の
お
料
理
に
、
自
然
豊
か
な
コ
ク

と
深
い
味
わ
い
を
プ
ラ
ス
す
る
「
ひ
と
さ
じ

の
魚
醤
」
を
是
非
お
試
し
あ
れ
。
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千
年
の
伝
統
を
も
つ
か
ば
ん
の
産
地
、
豊

岡
市
。
こ
の
ま
ち
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド『
豊
岡

鞄
』の
認
定
を
受
け
る
に
は
、
素
材
の
品
質

は
も
ち
ろ
ん
内
側
の
縫
い
目
1
つ
1
つ
が
厳

し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
株
式
会
社
羽は

く
ら倉
」
が
手
が
け
る“
羽
倉

の
手
づ
く
り
ラ
ン
ド
セ
ル
”は
、
豊
岡
鞄
に
認

定
さ
れ
た
唯
一
の
ラ
ン
ド
セ
ル
だ
。

　
「
子
ど
も
が
使
う
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本

の
職
人
の
こ
だ
わ
り
を
伝
え
た
い
ん
で
す
。

大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
と
は
責
任
感
が
違
い

ま
す
ね
」。
そ
う
語
る
の
は
、か
ば
ん
職
人
で

あ
り
取
締
役
の
羽
倉
嘉
徳
さ
ん
。
子
ど
も
た

ち
に
、か
ば
ん
の
ま
ち
が
産
ん
だ
本
物
を
使
っ

て
も
ら
い
た
い
…
豊
岡
の
地
で
長
年
革
と
手

づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
羽
倉
に
と
っ
て
、ラ

ン
ド
セ
ル
は
そ
の
願
い
を
叶
え
る
の
に
う
っ
て
つ

け
だ
っ
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
大
き
な
特
徴
は
、ラ
ン
ド
セ
ル

の
顔
と
も
い
え
る
フ
ラ
ッ
プ（
か
ぶ
せ
）に
鋲
び
ょ
うが

な
い
こ
と
。
従
来
の
作
り
方
だ
と
、強
度
を
保

つ
た
め
金
属
の
鋲
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ

た
。
し
か
し
、
革
の
な
め
ら
か
な
美
し
さ
を
前

面
に
出
す
た
め
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
三
谷
忠
史
さ
ん
は
諦
め
な
か
っ
た
。

　

業
界
に
類
を
見
な
い
挑
戦
だ
っ
た
が
、
新
し

い
素
材
の
選
定
や
制
作
工
程
の
見
直
し
を
繰

り
返
し
、
鋲
を
使
わ
な
く
て
も
十
分
な
強
度

を
保
て
る
「
鋲
な
し
フ
ラ
ッ
プ
」
を
完
成
さ
せ

た
。「
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
っ
た
こ
と
で
デ
ザ
イ
ン
の

幅
が
広
が
り
、
刺
繍
を
入
れ
る
な
ど
そ
の
子

だ
け
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」と
笑
み
を
こ
ぼ
す
。

　

ま
た
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
は
、
工
房
系
と
呼
ば
れ

る
手
作
り
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
多
い
40
色
を
揃
え
る
。
鮮
や
か
な
黄
色
や
ミ

ン
ト
グ
リ
ー
ン
な
ど
、こ
こ
に
し
か
な
い
色
を
求

め
て
遠
方
か
ら
足
を
運
ぶ
人
も
少
な
く
な
い
。

　
「
今
は
誰
も
が
自
分
の
好
き
な
色
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。
奇
抜
な
色
に
見

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
革
の
ト
ー
ン
な
ど

を
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
お
子
さ
ん
が
背
負
う

と
と
て
も
魅
力
的
に
映
え
る
ん
で
す
よ
」
と

三
谷
さ
ん
は
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
「
エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
革
の
経
年
変

化
は
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
味
わ
い
を
増
し
て
い

く
。
子
ど
も
の
成
長
と
一
緒
に
、
革
の
成
長

も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
羽

倉
は
こ
れ
か
ら
も
本
物
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
作
り

続
け
て
い
く
。

子どもが使うからこそ
本物の豊岡鞄を。
株式会社羽

は く ら

倉

［所］豊岡市泉町 15-11（工房）  TEL .0796-23-2536　

◎革にこだわる老舗かばん店。豊岡鞄初のブランド認定ランド

セル「羽倉の手づくりランドセル」を制作している。

https://www.hakura-randsel . jp/

1階はショールーム。革のな
めらかな手触りに、ずっと撫
でている子どももいるとか。

真剣な面持ちでランドセルに向かう職人。わずかな糸の歪みも許されない。
革の断面にニスを塗り重ねる「コバ塗り」や、革のカーブに均等にヒダを刻む「きざみ」など、細部にまで技が光る。
ものづくりへの姿勢を知ってもらうため、購入希望者には工房内の見学も受け入れている。

ベテランから若手まで多くの
職人が携わっており、女性も
多数活躍している。

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.08

DATA
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裏
路地

険
探

■
生
野
鉱
山
町
、
銀
山
ま
ち
回
廊
を
歩
く
／
朝
来
市
生
野
町
口く
ち
が
な
や

銀
谷

鉱
山
町
の
景
観
を
残
す「
銀
山
ま
ち
回
廊
」

赤
み
が
か
っ
た
生
野
瓦
や
黒
い
カ
ラ
ミ
石
な
ど
、

生
野
特
有
の
風
情
あ
る
ま
ち
並
み
を
歩
く

　

開
坑
は
大
同
２
年（
８
０
７
）と
伝
わ

り
、
日
本
有
数
の
鉱
山
と
し
て
栄
え
た

生
野
銀
山
。
本
格
的
な
採
鉱
は
室
町
年

間
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
但
馬
守
護
の

山や
ま
な名
祐す
け
と
よ豊
が
、
但
馬
と
播
磨
の
国
境
に

あ
る
現
在
の
口
銀
谷
に
生
野
城
を
築
い

た
こ
と
で
ま
ち
が
発
展
し
て
いっ
た
。

　
「
か
つ
て
は
三
層
の
天
守
閣
を
備
え
た

平
城
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
期
に
は
信
長
、
秀
吉
、
家
康
と
支

配
者
が
移
っ
て
江
戸
幕
府
の
直
轄
地
と

な
り
、
生
野
城
が
奉
行
所
と
し
て
転
用

さ
れ
、
そ
の
後
、
代
官
所
に
。
口
銀
谷
は

幕
府
の
役
人
が
住
ん
で
い
た
地
区
に
な

り
ま
す
ね
」
と
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
世
話
人
を
務
め
る
中
井
武
四
さ
ん
。

　

明
治
に
入
っ
て
生
野
鉱
山
が
日
本
初

の
官
営
鉱
山
と
な
り
、
そ
の
後
、
三
菱
に

払
い
下
げ
ら
れ
る
と
、
ま
ち
は
さ
ら
に
発

展
し
た
。
東
京
か
ら
赴
任
し
て
く
る
上

級
の
職
員
が
住
む
よ
う
に
な
り
、
家
電

製
品
を
は
じ
め
、
但
馬
で
も
珍
し
い
物
が

何
で
も
手
に
入
っ
た
と
い
う
。

　
「
口
銀
谷
は
田
も
畑
も
な
く
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
所
帯
が
軒
を
連
ね
た
但
馬
で
も

特
殊
な
ま
ち
」
と
、
中
井
さ
ん
は
話
す
。

　

中
井
さ
ん
の
案
内
で
代
官
所
の
内
堀

跡
が
残
る
観
光
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
。

　

隣
り
に
そ
び
え
立
つ
巨
大
な
石
碑
は
、

幕
末
に
代
官
所
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た
「
生
野
義
挙
碑
」。
明
治
維
新
の

魁さ
き
が
けと

な
っ
た
倒
幕
運
動
を
、
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

こ
こ
か
ら
路
地
を
東
に
抜
け
て
、
御

領
所
通
り
を
北
へ
進
む
と
、
現
在
も
８

カ
寺
が
連
な
る
寺
町
通
り
へ
と
入
る
。

　
「
砂
の
ご
と
く
銀
が
採
れ
た
」
と
い
わ

れ
、
全
国
か
ら
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
示

す
よ
う
に
様
々
な
宗
派
の
寺
院
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。
東
西
寺
に
は
東
照
宮
が
あ

り
、
徳
川
歴
代
将
軍
の
位
牌
が
祀
ら
れ
、

家
康
公
の
木
造
ま
で
が
安
置
さ
れ
て
い

大正9年（1920）に生野鉱山の坑道から旧駅ま
で市川沿いに敷設されたトロッコ道跡（右）。アメ
リカ製の電気機関車が鉱石輸送のために走った。
姫宮橋からは美しいアーチ型の石積みを見ること
ができる。日本人大工が洋館を真似て造った擬洋
風建築の旧生野警察署（上）と共に、銀山まち回
廊のモダンな景観を代表する建造物。

江戸時代、幕府の役人が宿泊した郷宿の1軒であり、代々
山師を務めた井筒屋（旧吉川邸）。現在はまちづくりの拠点
施設、観光客の憩いの場として一般開放され、銀細工や紅
茶クッキーなどの特産品も販売している。

明治元年に日本初の官営鉱山となった生野鉱山。官吏の宿
舎として建てられた職員宿舎4棟が現存。製錬の際にできた
不純物を固めたカラミ石が混ぜられている土塀の様子が見
学できる。当時の生活様式が垣間見られる貴重な建物。
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る
の
は
珍
し
い
そ
う
だ
。

　

寺
町
通
り
を
抜
け
る
と
、
現
在
は
一

般
公
開
さ
れ
て
い
る
「
旧
生
野
鉱
山
職

員
宿
舎
」
が
見
え
て
く
る
。
中
庭
の
広

場
は
名
優
、
志し

む
ら村
喬た
か
しの
生
家
が
あ
っ
た
場

所
で
、
宿
舎
の
１
棟
は
記
念
館
と
し
て

貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

国
道
を
渡
っ
て
市
川
沿
い
の
通
り
を

歩
く
と
、
銀
山
を
統
括
し
た
大
山
師
や

地
役
人
の
邸
宅
、
幕
府
の
役
人
が
泊
ま
っ

た
郷
宿「
井い

づ
つ
や

筒
屋
」な
ど
、格
子
、土
壁
、

漆し
っ
く
い喰
と
意
匠
を
凝
ら
し
た
見
事
な
和
風

建
築
が
迎
え
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
明
治
期
の
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
の

異
人
館
を
模
し
て
建
て
ら
れ
た「
旧
生

野
警
察
署
」、ア
ー
チ
型
の
石
積
み
が
美

し
い「
ト
ロ
ッ
コ
道
」
な
ど
モ
ダ
ン
な
建
造

物
も
所
々
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら

が
違
和
感
な
く
溶
け
込
ん
で
い
る
の
も
こ

の
ま
ち
の
特
徴
だ
。

　
「
生
野
は
各
地
か
ら
人
が
集
ま
っ
て
で

き
た
の
で
、
外
か
ら
来
た
人
を
受
け
入
れ

る
文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
ほ
と

ん
ど
の
住
民
が
鉱
山
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
の
で
顔
見
知
り
ば
か
り
。
団
結
力
が

あ
る
の
は
生
野
人
の
気
質
で
す
ね
」
と
、

中
井
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
山
男
、
異
国
の
文

化
が
交
差
す
る
口
銀
谷
。
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

な
文
化
が
こ
の
ま
ち
の
景
観
を
生
み
出

し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

●裏路地探険参加者募集！
令和元年12月14日（土）
10:00〜12:00
豊岡市但東町中山
＊実施日の10日前までに、18ページ
掲載の「Ｔ2」編集部まで、住所・氏名・
年齢・電話番号・「裏路地参加希望」
とお書きの上、ハガキで申し込みく
ださい。締切後、参加ご希望の方
へ郵送にて案内を送付します。

至
史
跡
生
野
銀
山
・

黒
川
温
泉

（株）SUMUCO
生野クラブ
（旧大山師邸宅）

会所

通りには格子、土壁、漆喰と趣きのあ
る山師や地役人などの邸宅跡が残る。
まるでタイムトリップしたかのような懐
かしいまち並みに出会うことができる。

寺町をはじめ、町の至る所
で塀などに使われているカ
ラミ石。製錬の際に出た不
純物を固めた物で、100年
前のリサイクル品とも言え
る。寒冷地用に高温で焼い
た赤褐色の「生野瓦」も生野
の町を彩る景観物のひとつ。

旧地役人邸

本行寺

市川

カフェ・
アルジャン

生野義挙碑

妙詮寺禅操寺

教徳寺

金蔵寺

西福寺
東西寺

来迎寺

但陽会館

観光駐車場
（無料）

生野
マインホール

材木商の邸宅を改修し
た資料館、生野書院

旧生野警察署
（現一区公民館）

郷宿と掛屋を
兼務した町家

朝来市役所
生野庁舎

旧生野鉱山
職員宿舎（甲社宅）・
志村喬記念館

生野まちづくり工房
井筒屋（旧吉川邸）

カラミ石公園
駐車場（無料）

口銀谷銀山町
ミュージアムセンター
（旧浅田邸）

国道429号線

至
国
道
３
１
２
号
線

山名氏の
創建と伝わる
姫宮神社

大正9年敷設の
トロッコ道跡

生野カトリック教会

鍛
冶
屋
町
通
り

北
国
通
り

公衆
トイレ

御
領
所
通
り

寺町通り

日向通り

小日向通り

下小路通り

宮町通り

西本町通り

江戸時代、この先に口番所が置かれ、
外からの出入りが厳重に制限されてい
た。口銀谷には旅人のための宿がなく、
役人だけが泊まれる郷宿しかなかった。

徳川歴代将
軍の位牌を
祀る東照宮

鎌倉期
の銅鐘

カラミ石の塀 カラミ石
の参道

かつては堰を作っ
て水をため、ボー
トや屋形船を楽し
んでいた

生野クラブ前にある谷水を引いた
生活用水を分配水する会所。

寺町の背後にある山手にある旧鉱山社
宅跡。明治から昭和中期にかけて39
棟が建てられた。現在は大正と昭和10
年代の建造物、4棟が残っている。

鉱山社宅
（寺の上社宅）

姫宮橋

今月の目標 5 May 2018SUN
MON

TUE
WED

THU
FR

4

11

18

25

先負

仏滅

先勝

友引

3

10

17

24

31

友引

先負

赤口

先勝

友引

2

9

16

23

30

先勝

友引

大安

赤口

先勝

1

8

15

22

29

赤口

先勝

仏滅

大安

赤口

30

7

14

21

28

赤口

先勝

仏滅

大安

2929

6

13

20

27

大安

赤口

先負

仏滅

みど

憲法記念日

1 JanuarySUN
MON

TUE
WED

THU
FRI

SAT5

12

19

26

先負

仏滅

大安

友引

先負

4

11

18

25

友引

先負

仏滅

先勝

友引

3

10

17

24

3

友引

先負

赤口

先勝

2

9

16

23

30

先勝

友引

大安

赤口

1

8

15

22

29

赤口

先勝

仏滅

大安

31

7

14

21

28

大安

赤口

先負

仏滅

6

13

20

27

仏滅

大安

友引

先負

仏滅

山の日

2 FebruarySUN
MON

TUE
WED

THU
FRI

SAT2

9

16

23

先負

仏滅

大安

友引

先負

1

8

15

22

友引

先負

仏滅

先勝

友引

31

7

14

21

28

友引

先負

赤口

先勝

30

6

13

20

27

先勝

友引

大安

赤口

29

5

12

19

26

赤口

先勝

仏滅

大安

28

4

11

18

25

大安

赤口

先負

仏滅

3

10

17

24

仏滅

大安

友引

先負

仏滅

山の日

3 MarchSUN
MON

TUE
WED

THU
FRI

SAT2

9

16

23

30

先負

仏滅

大安

友引

先負

1

8

15

22

29

友引

先負

仏滅

先勝

友引

28

7

14

21

28

友引

先負

赤口

先勝

27

6

13

20

27

先勝

友引

大安

赤口

26

5

12

19

26

赤口

先勝

仏滅

大安

25

4

11

18

25

大安

赤口

先負

仏滅

3

10

17

24

31

仏滅

大安

友引

先負

山の日

4 Apri lSUN
MON

TUE
WED

THU
FRI

SAT6

13

20

先負

仏滅

大安

5

12

19

26

友引

先負

仏滅

4

11

18

25

友引

先負

赤口

3

10

17

24

先勝

友引

大安

2

9

16

23

赤口

先勝

仏滅

1

8

15

22

大安

赤口

先負

7

14

21

仏滅

大安

友引

山の日

5 May
SUN

MON
TUE

WED
THU

FRI
SAT4

先負

3

10

友引

2

9

1

8
先勝

30

7
赤口

29

6
大安 5

仏滅

6 JuneSUN
MON

TUE2827

2018

S U N
M O N

T U E
W E D

T H U
F R I

29 30 31
1
先勝 2

8 August 

2018



シミ抜き 染
め 替え オー

ダー別染 お仕立

ガード加工 丸洗い

伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第27回

明治26 年(1893)建立の狼像。
狛犬と並んで拝殿の前に建って
おり、口を開けているのが雌で
閉じているのが雄になっている。

狼
の
力
で
守
っ
た
白
猪
退
治
伝
説

「
養
父
神
社
の
狼
像
」 ［
養
父
市
養
父
市
場
］

　「
養
父
の
明
神
さ
ん
」
と
よ
ば
れ
、
農
業
の
神
と
し
て
地
元

の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
養
父
市
の
「
養
父
神
社
」。
紅
葉
の

シ
ー
ズ
ン
や
初
詣
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
こ
の
神
社
に
、
珍

し
い
石
像
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
一
見
、
４
体
の
狛
犬
が
並
ん
で
い
る
様
に
見
え
る
が
、
尻
尾

を
高
く
上
げ
た
1
対
は
、「
狼
」
の
石
像
だ
。
養
父
神
社
で
は
、

田
畑
を
荒
ら
す
猪
や
鹿
か
ら
作
物
を
守
る
益
獣
と
し
て
狼
を

守
り
神
に
し
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
に
幕
府
が
作
っ
た
朝
倉
氏
と
八
木
氏
の
系
図

に
、
朝
倉
高
清
と
い
う
武
将
と
同
神
社
に
関
わ
る
伝
説
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　
鎌
倉
時
代
、
関
東
で
2
メ
ー
ト
ル
も
越
え
る
大
き
な
白
猪

が
暴
れ
て
い
た
。
将
軍
・
源
頼
朝
に
白
猪
退
治
を
命
じ
ら
れ

た
高
清
は
、
但
馬
に
戻
り
養
父
神
社
に
7
日
間
こ
も
っ
て
祈

願
。
神
前
か
ら
霊
力
の
あ
る
鏑か

ぶ
ら
や矢

を
授
か
り
、
そ
の
矢
で
見

事
、
白
猪
を
退
治
し
た
の
だ
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
高
清

は
頼
朝
の
家
来
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
日
本
狼
だ
が
、
養
父
神
社
で

は
今
日
も
石
像
と
し
て
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。

《
協
力
》
養
父
市
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
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“キラリと光る”但馬の子どもたち！
未来を担う高校生をご紹介

　

朝
来
市
に
あ
る
兵
庫
県
立
和
田
山
高

等
学
校
で
は
、
11
月
23
日（
土
）に
開
催
さ

れ
る
『
第
3
回
わ
だ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
の
準

備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

地
域
に
和
田
山
高
校
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
2
0
1
7
年
に
始
ま
っ
た
同
マ
ー
ケ
ッ

ト
。
学
び
の
実
践
や
地
域
連
携
・
交
流
に

よ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
が
目
的
で
、誰

で
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
日
は
地
元
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
た
カ
フ
ェ

や
、
生
徒
た
ち
が
脚
本
か
ら
考
え
た
「
地
域

活
性
隊 

A
S
A
G
O
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
シ
ョ
ー

な
ど
、
地
域
の
特
色
を
取
り
入
れ
た
賑
や

か
な
内
容
が
目
白
押
し
だ
。

　

こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
企
画
・
運
営
す
る
の

は
生
徒
た
ち
。
展
示
や
物
販
は
も
ち
ろ
ん

来
場
者
の
誘
導
ま
で
、
全
て
の
生
徒
が
役

割
を
受
け
持
つ
。

　

特
に
中
心
と
な
る
運
営
委
員
の
3
年
次

生
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
か
け
る
思
い
が
強
い
。
委

員
の
1
人
、
山
下
海
羽
さ
ん
は
「
最
初
は

自
分
が
運
営
委
員
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
が

あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
と
協
力
し
て
話
を

進
め
て
い
る
う
ち
に
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
、
大
き
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
し
た
い
で
す
」
と
、
意
気
込
み

を
教
え
て
く
れ
た
。

　

彼
ら
が
1
年
次
生
の
時
に
始
ま
っ
た
こ
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に

話
し
合
い
を
続
け
て
い
る
。

　
「
今
ま
で
は
案
内
M
A
P
が
少
な
く
、

来
場
者
が
目
的
地
を
探
せ
な
い
と
い
う
不

便
さ
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、
3
年
次
生
の
千

葉
透
馬
く
ん
。
今
年
は
手
持
ち
で
き
る
案

内
マッ
プ
を
配
布
す
る
。

　

さ
ら
に
注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
ポ
ス
タ
ー

を
使
っ
た
展
示
だ
。

　
「
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
“
総
合
的

な
探
究
の
時
間
”
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
ま
し
た
。
3
年
次
生
は
も
ち
ろ
ん

1
、
2
年
次
生
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
見
や

す
く
す
る
た
め
、
字
の
太
さ
や
見
出
し
の
色

を
変
え
る
な
ど
書
き
方
も
工
夫
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
」。

　

ま
た
今
回
は
、
兵
庫
県
総
合
学
科
高
等

学
校
研
究
発
表
会
も
同
時
開
催
さ
れ
る
。

例
年
は
県
下
の
代
表
高
校
生
が
総
合
学
科

の
学
習
内
容
を
発
表
す
る
が
、
今
回
は
発

表
会
史
上
初
の
試
み
と
し
て
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
と
い
う
「
対
話
」
形
式
で
行
わ
れ
る
。

　

議
事
進
行
を
務
め
る
の
は
運
営
委
員
た

ち
。
夏
休
み
を
使
い
、
練
習
を
重
ね
て
来

た
。
一
般
来
場
者
も
見
学
可
能
な
の
で
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
合
わ
せ
て
見
て
み
て
は
。

　
「
自
分
た
ち
が
迎
え
る
側
と
し
て
、
和
田

山
高
校
に
来
て
よ
か
っ
た
と
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
1
日
に
し
た
い
で
す
」。

　

開
催
準
備
は
万
全
だ
。
彼
ら
が
集
め
た

朝
来
市
を
は
じ
め
但
馬
の
魅
力
を
味
わ
い

に
、マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
出
か
け
よ
う
。

地
元
の
魅
力
盛
り
だ
く
さ
ん
！

「
わ
だ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
」で
生
徒
が
発
信
！

be to  HERO 02
学生が運営する
地域交流の場

【兵庫県立和田山高等学校】

「あさご未来会議」にも
参加しました。

総合学科発表会も
見てください！

「また来たい」と
言ってもらえるよう

頑張ります！

　
和
田
山
高
等
学
校
内
で
行
わ
れ
る
「
わ
だ
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
企
画
・
運
営
す
る
生
徒
た
ち

に
話
を
聞
い
て
来
ま
し
た
。
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
目
的
に
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
物
販

や
展
示
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。
例
年
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
う
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

運営委員会の中心となる3 年生メンバー。責任のある立場だが、
「和田山高校に来て良かったと楽しんでもらえるマーケットにしたい」と意気込みを語る。

子どもに大 人 気 の「地 域 活 性 隊 ASAGOレン

ジャー」。「わだやまレッド」「いくのブルー」など、特

色ある市内各地がキャラクターとなっている。

※上記は制作中のイメージですチラシや特設 HP も
自分たちで制作！

で検索してね！

生徒自らが来客対応を行う。
今までに学んだことをいかんなく発揮する。
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Hall Information
●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

温泉公民館講座生作品展
3月20日（金・祝）〜22日（日） 
9:00〜17:30
場所：新温泉町民センター

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

養父市合唱祭
12月15日（日） 開演10：15

（問）養父市立八鹿公民館
（養父市八鹿八鹿1675）
TEL.079-662-6141

八鹿文化会館ホール

第17回 せきのみや
子ども歌舞伎公演
12月8日（日） 
開演13：30 ※有料 
2020鉢伏アルペン
GS大会 スキー大会
3月1日（日） 受付8:30 
競技開始：10:00 ※有料 

（問）養父市立関宮公民館
（養父市関宮637）
TEL.079-667-2331

ノビアホール

ロボカップジュニア2020
兵庫ブロック大会in養父市
12月22日（日）
試合開始10:00
場所：養父体育館 
第16回養父市民展
3月6日（金）〜8日（日）
9:00〜18:00

（最終日のみ15:00まで）
（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

ビバホール

豊岡市民会館
ハンドサイン
手話パフォーマンスライブ
12月22日（日） 
開演14:00 ※有料
バレンタイン
ピアノコンサート
2月9日（日）
午前の部 開演10：00
午後の部 開演13：30
ブラスカーニバルin豊岡
〜ブラックボトム
ブラスバンドと仲間たち〜
3月15日（日）
開演14：00 ※有料 
音楽レクチャー成果発表会
3月22日（日） 開演13：30

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民プラザ
第29回プラザ寄席

「ふれ愛亭」
１月5日（日） 開演13：30 
※有料 
大駱駝艦・田村一行舞踏公演
市民参加公演

『リュウグウノツカイ』
1月26日（日）
開演15：00 ※有料

アーティスト公演
『ノキシタノマロウド』
2月2日（日）
開演15：00 ※有料
劇団「演劇FACTORY」
公演　
3月27日（金）19:00、
28日（土）14:00
※有料

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

第12回おおや
でっかい夢の書き初め会
1月11日（土） 13：30〜
木彫猫ねこ展
3月15日（日）まで
9：00〜17：00
水曜定休 ※有料 
場所：おおやアート村
BIGLABO
TEL.079-669-2449

（問）おおやホール
（養父市大屋町山路７）
TEL.079-66９-０１２０

おおやホール

烏丸ストロークロックと祭
『祝・祝日』 in 城崎
12月14日（土）18:30

NPO法人ジャパン・
コンテンポラリーダンス・
ネットワーク（JCDN）
Dance Camp vol.3 
クリエーション&
ダイアローグ 
ワークショップby
ディーン・モス&余越保子 
成果発表 &トーク 
12月26日（木）19:00

スー・ヒーリー / 愛知県
芸術劇場＋横浜赤レンガ
倉庫1号館＋西九文化区
自由空間 (香港)＋
Performance Space 
(オーストラリア) 
国際共同製作プロジェクト

『ON VIEW: Panorama』
オープンスタジオ
1月25日（土）14:00

城崎国際アートセンター
仕立て屋のサーカス
サーカス体験
ワークショップ
2月8日（土）14:00

「青木尚哉グループワーク
プロジェクト2019」試演会
3月7日（土） 18:30

城崎国際アートセンター＋
豊岡市立美術館共同企画展 
田村友一郎、荒木優光、
西野正将 「磯人（仮）」
3月20日（金・祝）〜
4月19日（日）
場所：豊岡市立美術館
伊藤清永記念館 ※有料 

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

第２8回 
ジュピターホール歌謡祭
予選会 12月8日（日）
開演12:00 
入場無料・全席自由 
決勝大会 １月19日（日）
開演13:30 
※有料 ・全席指定
梅沢富美男劇団
朝来特別公演
12月22日(日) 
開演14:00、17:30
※有料 ・全席指定

和田山ジュピターホール
第6回朝来市合唱祭
2月23日(日・祝)  
開演13:30 
※高校生以上有料  
全席自由

ケロポンズ
ファミリーコンサートin朝来
3月7日(土) 開演14:00
※有料 ・全席指定

（問）和田山ジュピターホール
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-1000

青木尚哉グループワークプロジェクト
『atlas』(2018) ©Yulia Skogoreva
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●イベントなどの情報は2019 年10月現在のものです。
●但馬の主なイベントを掲載し、未確定の情報については掲載していません。
●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。 Event Calendar

豊岡混声合唱団
第4回定期演奏会
12月15日（日）
開場13：30 開演14:00
豊岡市民会館文化ホール
料金600円

（高校生以下無料）
（問）同合唱団：担当キムラ
TEL.080-5340-3012

朝市・感謝デー
12月22日（日）
新温泉町石橋

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

かにサンタの
クリスマスイベント
12月24日（火） 10：30〜
豊岡市城崎町今津
JR城崎温泉駅前広場

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

竹田城跡 初日の出
1月1日（水・祝） 
5:00～（登城時間）
朝来市和田山町竹田
観覧料500円

（問）朝来市観光交流課 
TEL.079-672-4003

別宮のお綱打ち
1月９日（木）8:00頃～
養父市別宮 八幡神社

（問）やぶ市観光協会
氷ノ山鉢伏支部
TEL.079-667-3113

神鍋高原冬山開き
12月上旬
豊岡市日高町山田
奥神鍋スキー場

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-４5-0800

和田山駅前区
イルミネーション
12月上旬〜1月上旬
朝来市和田山町駅前
朝来市役所前

オリジナルリースつくり
12月1日（日） 9：00〜12：00
新温泉町石橋
大人1,500円、
小中学生1,000円

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

生野イルミネーションロード
12月7日（土）〜1月4日（土） 
17：30〜21：00

（1日目の点灯式のみ18:00〜）
朝来市生野町口銀谷周辺

（問）朝来市生野支所
TEL.079-679-2240

正月の寄せ植え
12月8日（日）
9：00〜11：00
新温泉町石橋
大人2,000円
小中学生1,500円

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

日高町吹奏楽団
第29回 定期演奏会&
チャリティーコンサート
12月14日（土）
開場13：30 開演14:00
豊岡市日高町日高文化体育館

（問）日高吹奏楽団団長 大谷
TEL.090-4038-5699

宵田の十日恵比寿まつり
１月10日（金）
豊岡市日高町宵田西宮神社

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

まいそう祭り 1月14日(火)
養父市大屋町宮本御井神社
(問)やぶ市観光案内所
TEL.079-663-1515

昔のかんじき作りと
鳴滝ハイキング
1月19日（日）
新温泉町青下地区
大人2,000円
小中学生1,500円

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

近畿中学・近畿高校
スキー選手権大会 
１月26日（日）・27日（月）・ 
28日（火） 9:00～
豊岡市日高町山田
奥神鍋スキー場

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-４5-0800

全日本Ｂ級公認
オクカンナベカップ
31アイスクリーム＆
マックアースカップ
オクカンナベ大会 
オクカンカップ 1月23日（木）
31アイスクリーム 24日（金）
豊岡市日高町山田
奥神鍋スキー場

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-４5-0800

第20回兵庫県雪合戦大会
2月1日（土）・2日（日）（予定）
香美町小代区実山 
小代中学校グランド
※積雪の状況により変更あり
参加費有料：1チーム

（中学生以上）15,000 円
ジュニア（小学生のみ）
5,000円

（問）同実行委員会
TEL.0796-97-3966

かまくらまつり
2月8日（土）
新温泉町石橋
上山高原ふるさと館

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

ゆむら 灯火の景
2月8日（土） 10:00〜

（17:00点灯）
新温泉町湯 湯村温泉街

（問）新温泉町商工会
温泉支所
TEL.0796-92-1856

かんじきハイキング
2月9日（日）
新温泉町海上地区
大人1,500円
小中学生1,000円

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

八木西宮ゑびす祭り
2月11日(火・祝)
養父市八鹿町八木
八木西宮ゑびす神社
(問)やぶ市観光案内所
TEL.079-663-1515

渓流釣り解禁
3月１日（日）0:00～
香美町内
※入川料：10,000円／年、
3,000円／日

（問）矢田川漁業協同組合
TEL.0796-80-1146

ハチ北スキー
フェスティバル花火大会 
3月（予定）20:00〜
雪玉積み選手権
10：00〜12：30
香美町村岡区大笹
ハチ北高原スキー場
※雪玉積み選手権参加料：
一般：1,000円／チーム、
ハチ北のお宿宿泊者は無料

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

出石初午祭
3月20日（金・祝）〜22日（日）
豊岡市出石町内
出石城跡周辺

（問）豊岡商工会出石支所
TEL.0796-52-2113

かに供養
3月31日（火） 11：30〜
豊岡市城崎町
城崎温泉ロープウェイ山頂

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

1月

1月

2月

3月

12月

Pick Up

観 光 客に感 謝の意を
込めて開催されるお祭
り。新鮮な水産物販売
はもちろん親子カニ歩
き競争など、家族で楽
しめる。

（問）但馬漁協 柴山支所
TEL.0796-37-0301

香美町香住区沖浦 
柴山港
8:00〜12:00

第19回
かすみ・カニ感謝祭

2月

23日
（日・祝）かつて鉱山町として

栄えた生野町口銀
谷を舞台に、民家や
商店 街などに様々
な雛 人 形が飾られ
る。懐かしい町並み
と合わせ、ゆっくり
と探索を楽しもう。

（問）生野まちづくり工房井筒屋 
TEL.079-679-4448

朝来市生野町銀谷
銀谷のひな祭り 3月

3日〜8日
（火）（日）

（問）ハチ高原観光協会  TEL.079-667-8535

関西屈指のスキー
場「ハチ高原」で行
われる恒例イベン
ト。轟音と共に暗闇
に開く花火が、白銀
のゲレンデを鮮や
かに彩る。

養父市 ハチ高原
スキー場 19:30〜

ハチ高原
新春花火大会

1月

2日
（木）
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Spot Information ●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

木の殿堂
木の殿堂 手作り教室作品展
11月2日(土)〜
3月31日(火)

ひな人形組み木教室
12月7日(土)中上級者
8日(日)初心者
13:00〜16:00
1,100円／各教室14名

スノーシューで歩こう
入門編 1月19日(日)
10:00〜13:00ごろ
チャレンジ編 2月2日(日)
10:00〜15:00ごろ
各500円／定員各10名

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

アート2020干支展
12月7日(土)〜
1月13日(月・祝)

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多々良木739-3）
10：00〜17：00

（入館は閉館30分前まで）
大人500円 
大・高校生300円
中・小学生200円
休館日：水曜・祝日の翌日
年末年始(12/25〜1/5)
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

養父市立全天候運動場
渡辺うめ人形特別展
11月16日(土)〜12月9日(月)
9:00〜17:00
いきいきドームカップ
フットサル大会 予選・決勝
2月22日(土)・23日(日・祝)
受付:9:00〜（予定）
参加費:1チーム5,000円
養父市サッカークリニック
3月1日(日)
場所：八鹿総合体育館
受付:12:30〜（予定）

（問）養父市立全天候運動場
（養父市八鹿町国木697-1）
TEL.079-663-2021

第17回NOMOカップ
11月30日(土)・12月1日(日)
(問)NOMOベースボール
クラブ事務局
TEL.0796-32-3532

第13回但馬ドーム杯
中播学童軟式野球大会
12月7日(土)・8日(日)
(問)大会事務局 山田
TEL.0796-42-0292

第28回但馬ドーム杯
グラウンド・ゴルフ交流大会
決勝・B決勝
12月12日(木)・13日(金)

YONEX（株）ソフトテニス
クリニック
1月18日(土)・19日(日)
参加費必要

園田学園女子大学
スポーツクリニック
ボール遊びをしよう！
ソフトボールクリニック
2月1日(土)・2日(日)
参加費必要

第21回但馬ドーム杯
シニア野球大会
2月15日(土)・16日(日)

第11回但馬ドームCUP 
グラウンド・ゴルフ大会
3月14日(土) 参加費必要

フレンドリーカップ2020
中・高ソフトボール大会
3月26日(木)〜31日(火)

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

全但バス但馬ドーム

彫刻家秦榮一郎と
荻野和彦の世界〜つなぐ〜
1月13日(月・祝)まで
9:00〜17:00
高校生以下無料、大人
350円、70歳以上150円
場所：美術館
全但高校美術連盟展
2月7日(金)〜3月4日(水)
9:00〜17:00 場所：美術館
レディースDayイベント
12月20日(金)、1月17日
(金)、2月21日(金)、
3月6日(金)
10:00〜20:50
高校生以上の女性は
利用料無料 （別途貸靴代有料）
場所：スケートリンク
クリスマスイベント
12月25日(水)
10:00〜20:50
場所：スケートリンク
ペンギンスケート教室
1期：12月14日（土）・15日（日）
2期：1月3日（金）・4日（土）
3期：1月18日（土）・19日（日）
4期：2月8日（土）・9日（日）
10:45〜12:00
受講料:各期2,500円
就学前1年以内の幼児〜
小中学生対象
場所：スケートリンク
1dayスケート教室
2期：12月28日（土）
3期：12月29日（日）
4期：1月5日（日）
5期：2月16日（日）
10:450〜12:00
受講料:各期 大人2,000円、
小人1,500円
就学前1年以内の幼児〜
大人対象
場所：スケートリンク

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

円山川公苑

第２回大人の自然学校
11月9日(土) 保険料50円
※内容によって別途、昼食
代、活動材料費が必要な場
合有り

第3回親子で自然学校
12月14日(土)10：00〜
15日(日)13：00
参加費2,700円
※募集期間
11/14〜12/4

（定員になり次第締切）

第4回親子で自然学校
2月8日(土)10：00〜
9日(日)13：00
参加費3,300円
※募集期間1/8〜29

（定員になり次第締切）

第5回親子で自然学校
3月14日(土)10：00〜
15日(日)13：00
参加費3,000円
※募集期間2/14〜3/4

（定員になり次第締切）

朝来山里山づくりイベント
3月14日(土) 
参加費300円程度

第3回大人の自然学校
3月24日(火) 保険料50円
※内容によって別途、昼食
代、活動材料費が必要な場
合有り

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間189）
TEL.079-676-4731

南但馬自然学校
ちょっと早めのクリスマス
12月8日（日）10:00
参加料500円／親子／
定員50名※保護者同伴
※申込期限12/1
X'masケーキづくり
12月22日（日）10:00
1,500円（1ホール）／
一般／定員30ホール
※申込期限12/15
但馬牛で
ローストビーフを作ろう！
12月24日（火）10:00
参加料5,000円／
一般／定員7組
※申込期限12/23
スキー教室
第1回:1月4日(土)
※要予約・申込期限 12/28
第2回:1月11日(土)
※要予約・申込期限1/4
第3回:1月18日(土)
※要予約・申込期限1/11
第4回:1月25日(土)
※要予約・申込期限1/18
第5回:2月1日(土)
※要予約・申込期限1/25
第6回:2月8日(土)
※要予約・申込期限2/1
第7回:2月15日(土)
※要予約・申込期限2/8
各10:00〜 
参加費1,000円／
定員各20名
スキー等レンタル料・
リフト代は別途
ぜんざいのふるまい
1月12日(日) 10:30〜
当日先着100名
レザークラフト体験
1月18日(土)13:30〜
3月8日(日)10:30〜
参加費各500円／
定員各期限20名
※要予約・申込期限は
各1週間前
第２5回雪上運動会
1月19日（日）10：00～
参加費1人につき100円
定員各種目25組／
小学生以下の親子
※予約受付は12月〜

但馬牧場公園
第２5回雪像コンテスト
1月26日（日） 9：30～
積雪状態を見て
詳細は後日発表

牧場公園雪まつり
2月2日（日） 
雪玉ストラックアウトゲーム
9:30〜／無料／小学生以
下定員50名
レザークラフト体験
10:30〜／参加費500円／
一般 定員20名
但馬ビーフ焼肉の試食
11:00〜／参加費200円／
一般 先着150名
整理券配布１０：４５～
小学生以下対象ゲーム
13:00〜／参加費100円／
小学生以下 先着100名
受付１２：３０～
餅まき １4：00～
無料／中学生以上

本格ソーセージづくり教室
2月16日(日) 10:00〜
定員8組20名
参加費1,000円／1ｍ
※要予約・申込期限2/9

焼きちくわ体験　　
3月1日(日) 10:00〜
参加費300円／定員30名
※要予約・申込期限2/23

みそ仕込み体験
3月15日(日) 13:30〜
1組500円／定員20組
※要予約・申込期限3/8

畜産講習会 3月 10:00〜
畜産農家など50名
※要予約

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

兎和野高原野外教育センター
ひとあし早いクリスマス
12月7日（土）13:00～
8日（日）12:00
18歳以上6,000円、
18歳未満5,000円

はじめてのスキー教室
1月18日(土)
10:00～15:00
18歳未満1,000円

挑戦！
クロスカントリースキー
3月7日(土)
10:00～15:00
18歳以上800円、
18歳未満600円

スノーシューで歩こう
3月8日(日)
10:00～15:00
18歳以上800円、
18歳未満600円

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211

ガイドウォーク
毎週土曜 13:15〜14:30

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

コウノトリの郷公園
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口
に
但
馬
と
言
っ
て
も
兵
庫

県
の
約
４
分
の
１
を
占
め
る

広
い
地
域
で
あ
り
、
気
候
・
風
土
・

方
言
な
ど
微
妙
に
違
い
、
一
括
り
に

は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
城
崎
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
但
馬
で
は
か
な
り
北

寄
り
で
す
。
そ
の
為
、
南
但
は
知
ら

な
い
こ
と
が
多
く
Ｔ
２
を
読
ん
で
貴

重
な
情
報
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
も

様
々
な
但
馬
の
情
報
を
発
信
し
て

下
さ
い
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

豊
岡
市　

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん

め
て
お
便
り
し
ま
す
。
豊
岡

に
住
ん
で
い
て
も
久
々
比
神

社
の
名
前
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ル
ビ
が
ふ
っ
て
あ
り
、
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
Ｔ
２
は
あ
た
た
か
さ

が
感
じ
ら
れ
、
い
つ
も
楽
し
み
で

し
っ
か
り
読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な
っ
て
参
り
ま

す
が
皆
様
お
身
体
に
気
を
付
け
ら

れ
い
ろ
い
ろ
な
所
を
紹
介
し
て
下
さ

い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

豊
岡
市　

Ｋ
・
Ｍ
さ
ん

２
は
但
馬
の
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
地
名
や
名
産
品
な
ど

が
出
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に

行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
月
の
射
添
紙
は
初
め
て
知
っ
た

和
紙
で
し
た
。
頑
張
っ
て
こ
の
活
動

を
続
け
て
い
っ
て
下
さ
い
。

岡
山
県
岡
山
市　

Ｓ
・
Ｍ
さ
ん

馬
検
定
は
７
、８
年
前
に
挑

戦
し
て
２
級
ま
で
受
か
り
ま

し
た
が
、１
級
が
難
し
く
て
ダ
メ
で

し
た
。
ま
た
、「
ザ
・
た
じ
ま
」の
本

を
買
っ
て
ト
ラ
イ
し
て
み
よ
う
か
？

と
考
え
て
い
ま
す
。

美
方
郡
香
美
町　

Ｋ
・
Ｙ
さ
ん

日
、
生
野
銀
山
や
道
の
駅
、

温
泉
に
入
っ
て
宿
泊
し
、
観

光
を
楽
し
み
ま
し
た
。
竹
田
城
跡

な
ど
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
あ

り
、
１
泊
２
日
で
は
回
り
き
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
ら
た
め
て
遊
び
に

行
き
た
い
で
す
。

徳
島
県
徳
島
市　

Ｍ
・
Ｓ
さ
ん

福
こ
ど
も
園
の
地
域
全
体
が

遊
び
場
と
い
う
考
え
方
は
良

い
で
す
ね
。
子
ど
も
は
ど
ろ
ん
こ
に

な
っ
て
遊
ぶ
の
は
楽
し
そ
う
。
地
域

と
共
に
子
ど
も
は
す
く
す
く
育
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

丹
波
篠
山
市　

Ｋ
・
Ｍ
さ
ん

集
「
住
民
一
丸
で
取
り
組
む

新
た
な
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始

動
〜
地
域
商
社
で
守
る
ま
ち
の
未

来
〜
」
を
読
ん
で
、
私
達
の
地
域
も

同
じ
状
況
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

刺
激
を
頂
け
た
記
事
で
し
た
。
頑

張
り
ま
す
。

美
方
郡
新
温
泉
町　

Ｍ
・
Ｙ
さ
ん

じ
ま
わ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
冬
号

に
昨
年
冬
、
乗
り
ま
し
た
。

ム
リ
な
く
ム
ダ
な
く
、
観
光
地
を
遊

覧
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
ベ
テ
ラ

ン
ガ
イ
ド
さ
ん
の
要
所
を
抑
え
た
説

明
に
感
心
し
ま
し
た
。
今
夏
は
鉱
石

の
道
号
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

奈
良
県
橿
原
市　

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

の
母
校
で
あ
る
村
岡
高
校
が

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
「
ハ

イ
ス
ク
ー
ル 

キ
ラ
リ
組
」（
こ
の
タ

イ
ト
ル
は「
奇
面
組
」
か
ら
も
じ
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
ち
ょ

う
ど
私
世
代
で
、
懐
か
し
く
笑
え

ま
す
）
の
記
事
が
と
て
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
地
域
の
活
性
化
の

為
、
自
分
達
で
伝
統
の
和
紙
を
調

べ
、
作
成
ま
で
手
が
け
る
行
動
力
は

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
地
元
へ

の
愛
情
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
ね
。

表
彰
状
を
射
添
紙
で
制
作
し
た
り
、

写
真
に
あ
っ
た
「
和
雲
」
も
ア
イ
デ

ア
が
光
り
、
と
て
も
素
敵
で
す
。
頼

も
し
い
後
輩
達
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
下
さ
い
！養

父
市　

Ｈ
・
Ｋ
さ
ん

活
で
実
際
に
移
住
さ
れ
て
い

る
方
々
の
記
事
を
拝
見
し
て

い
る
と
、
イ
キ
イ
キ
さ
れ
て
素
敵
だ

と
思
い
ま
す
。西

宮
市　

Ｓ
・
Ｉ
さ
ん

50名様

但馬検定ミニクイズ！！
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：『伝承の地を訪ねて』で紹介した養父神社。
狛犬と一緒に建っているのは何の石像？

ハガキに上記クイズの答え、郵便番号、住所、名前、フリガナ、
電話番号、生年月日、性別、ご感想をご記入の上、
左記の「T2 編集部」宛までお送りください。
＊希望の種類がある場合は、ハガキに記載ください。 
＊締切は2020 年1月31日（金）必着
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。
※前号Vol.109の答えは「久々比神社」でした。

クイズに正解された方の中から、抽選で50 名様に「但馬ファンクラブ会員権（1年）」と、下記
の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で割
引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。

（※すでに会員の方は、ご家族の方の名前で会員登録させていただきます。但し、個人の氏
名・住所等の情報は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）

天然醸造 麹の魚醤
（香住ガニ・甘えび・ノドグロの内１本）

ヒントは
12ページ！

「オオ◯ミ像」
（漢字・カタカナ可）

私住

Ｔ但先

一初

読 者
場の

vol.110
2019 Autumn・Winter

- Letter From Reader -

広

（上）出石城跡と鳥居／豊岡市出石町
（中央）夜の荒湯／新温泉町湯村温泉
（下）ハチ高原スキー場／養父市丹戸

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を知り先人の生き方に触れることで
“ふるさと但馬の確かな未来”を次世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたより、クイズの答えなど、
右記までどしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わ
せも、上記「T2編集部」まで。
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FAX : 0796-24-1613
株式会社キャメル
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